
○森林づくりには、長い期間を要することから、基本方針である「多様で先導的な森林づくり」と「資源や技術力を

活用した地域貢献」のそれぞれについて、今後10年間を見通した数値目標を設定します。

道有林基本計画 ～計画の長期的目標～

基本方針①多様で先導的な森林づくり 基本方針②資源や技術力を活用した地域貢献

３

長期目標

○道有林の森林づくりに伴い産出される木材の量

区 分
H２９～R2年度までの

実績平均
R１３

伐採量 ５２．２万㎥ ５９．５万㎥

※立木換算

長期目標

○森林の区分に応じた適切な整備や保全の実施により望ましい
森林の姿へ誘導

区 分 令和元年度 令和１３年度

育成単層林 １１９千ｈａ １１０千ｈａ

育成複層林 ８２千ｈａ ９１千ｈａ

天然生林 ４０８千ｈａ ４０７千ｈａ

育成単層林・・人工林の伐採・再造林の計画的な実施
一部の森林は、育成複層林や針広混交林へ誘導

育成複層林・・抜き伐り等の部分的な伐採後に植栽を行うほか、
間伐等を実施

天 然 生 林・・自然の推移にゆだねて森林を維持
一部の森林は、植栽や間伐等により育成複層林へ誘導


